
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

令和元年度（平成 31年度）地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 「花・ひと輝く」里づくり事業 

事業主体 

（連絡先） 

木曽町 農林振興課 

（０２６４―２２―４３９０） 

事業区分 （６）産業振興、雇用拡大に関する事業 イ 農業の振興と農山村づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 ５，１７１，０４６円（うち支援金：３，４６６，０００円） 

①遊休農地の有効利用 

②農業体験を通じた人づくりや交流 

※自己評価【 Ｂ 】 

【理由】 

〇農業研修ハウス整備と栽培講習会を

並行で進めたため、工事の進捗状況で

講習会が計画通り開催できず、結果的

には１０回を予定したが８回となって

しまった。 

【栽培講習の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 
〇花き栽培講習会の開催 
・栽培講習会 
 ６回（4/27、5/9、7/25、9/18、9/25、1/30） 
 参加者 延べ 105 名      
・農業体験（三岳小学校児童） 
 ２回（10/3、11/28） 
 参加者 延べ 20名 
 
〇（Ｒ3年度） 
～農業研修ハウスを利用し栽培講習及び農業講
座を継続～ 
・町内の花き生産額（6千万円） 
・新規就農者の確保（1名） 
・小中学校等での体験学習の実施校数（2校） 
 
 
 
 
 
 

 農地の荒廃化、後継者不足により農業の魅力
は大きく減退しています。この地域では年間を
通じてできる農業は限られている。女性や高齢
者でも取組める花き栽培に着目し、地域で振興
している「アルストロメリア」の栽培を地域に
根付かせるよう、農業体験を通した人づくり・
交流そして次世代を担う若者の発掘に取り組ん
だ。 

〇農業研修ハウスの整備により３月から１２月まで農業研修が可能となった。花き栽培で就

農を考えている人を広く募集し、今後も研修を継続することで技術者の育成を図ります。 

〇地域の子供たちに農業体験の機会を多く提供することで、地域農業の魅力の情報発信や将

来的に花きに携わるよう人材の育成に取り組みます。 

〇今回整備した農業研修ハウスは暖房機を設置していないが、生産性や栽培コストを計算

し、必要であれば整備を進めます。 


